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2019年3月14日までに英国議会が離脱期日の延期
の是非を問う採決？

【英国議会、「合意なき離脱」を一旦回避】
英国議会（下院）は2019年3月13日（現地時間）にEU
からの「合意なき離脱」を回避する判断を下しました。
「合意なき離脱」が選択された場合には、英国は正式離脱日
に何の取り決めもないまま、いきなり離脱することとなり、大きな
混乱が起こるとして懸念されていました。
英国議会としては、現時点の離脱協定案には反対するものの、
「合意なき離脱」という最悪の事態は回避したいという思惑が
働いたものと考えられます。
【次は離脱期日延期可否が焦点】
次は英国議会が本日3月14日中に、合意なき離脱回避のた
めの対応策として、離脱期日の延期可否を採決します。
既に正式離脱日の2019年3月29日まであと2週間程度しか
ありません。にもかかわらず、離脱協議最大の焦点であるアイル
ランド国境問題、またそれを回避するための安全策である「バッ
クストップ」等、EUと英国政府は合意していても、英国議会が
合意していない点が山積しています。
このことから英国議会は本日の採決で離脱期日の延期を選択
するものと見込まれます。
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【正式離脱日まであと約2週間】
EU（欧州連合）からの「合意なき離脱」は一旦回避されました。しかし、次は英国議会が『本日中に』離脱
期日を延期するか否かを採決します。正式離脱日（2019年3月29日）が迫る中、メイ首相の手腕に対
する不信感も強まる等、依然混迷した状況が続いています。

【今後想定される流れ】

2019年3月13日 「合意なき離脱」を回避

2019年3月12日 離脱協定修正案を否決

【「延期」を選択したら・・・次は「延期期間」がポイント】
英国議会が離脱期日延期を選択すれば、次は2019年3月21日から開催されるEU首脳会議で延期期間等の条件面が協議
されるものと見込まれます。ただし「延期期間」については現在、英国政府と英国議会で思惑が異なっており、今後の離脱協議の
ポイントとなると考えられます。
英国政府は、今年5月23日～5月26日に行われる欧州議会選挙への参加を回避するため、3カ月程度延期し、2019年6月
末までに正式離脱をするスケジュールに留めたい模様です。
一方、EU残留派の議員等は「再度国民投票を行い、離脱の是非を改めて判断」すること等を検討しており、その準備のために9
カ月程度の延期も考えている模様です。
なお、もしEUと延期期間等で合意できなかった場合には「合意なき離脱」に陥る可能性も未だ残っています。
英国のEU離脱については、現時点の正式離脱日を直前に控え、依然混迷しています。またこれを受け、英国国内にはメイ首相
の手腕に対する不信感も強まっている模様です。ただし、代わりに求心力を発揮しEUと交渉できる人材もおらず、しばらくは不透
明な状態が続くものと見込まれます。

2019年3月29日
合意なき離脱？ 離脱期日延期？

2019年3月21日からのEU首
脳会議で延期期間等を協議？
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